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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】低刺激性で、かつ、良好な洗浄力を有する泡吐出型皮膚洗浄料の提供。
【解決手段】（Ａ）２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダ
ゾリニウムベタインと、（Ｂ）アシルグルタミン酸塩型アニオン性界面活性剤を、合わせ
て２．５～１２．５質量％含有する、泡吐出型皮膚洗浄料。
【効果】前記皮膚洗浄料は、特に、ベビー用洗浄料において、低刺激性であり、かつ、泡
立てる必要がなく、手早く洗浄できるため、有用である。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウム
ベタインと、
（Ｂ）アシルグルタミン酸塩型アニオン性界面活性剤を、
　合わせて２．５～１２．５質量％含有する、泡吐出型皮膚洗浄料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、泡吐出型皮膚洗浄料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　化粧料をポンプフォーマー容器に充填した泡吐出タイプの化粧料は、エアゾールのよう
な噴射剤を使用しなくても泡状化粧料を得ることができるため、洗浄料（特許文献１）、
ひげそり用化粧料（特許文献２）、整髪料（特許文献３）、口腔用組成物（特許文献４）
、染毛料（特許文献５）等様々な分野で応用されている。
　特にベビー用洗浄料において、泡立てる必要がなく、手早く洗浄できるため、多くの商
品が上市されている。しかしながら、ベビー用洗浄料は低刺激性かつ、適度な洗浄力が要
求される。これまで洗浄力と低刺激性を兼ね備えた洗浄料は得られていなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平７－２５２１３１号公報
【特許文献２】特開平１０－１８２３８１号公報
【特許文献３】特表２００１－５２２８６９号公報
【特許文献４】特開平１０－８７４５６号公報
【特許文献５】特開２００１－３７７５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、低刺激性でかつ、良好な洗浄力を有する泡吐出型皮膚洗浄料を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、
　（Ａ）２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウム
ベタインと、
（Ｂ）アシルグルタミン酸塩型アニオン性界面活性剤を、
　合わせて２．５～１２．５質量％含有する、泡吐出型皮膚洗浄料
を提供する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の泡吐出型水系皮膚洗浄料は、低刺激性でかつ、良好な洗浄力を有するという効
果を発揮する。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下本発明を実施するための形態を説明する。
【０００８】
　本発明で用いる（Ａ）２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイ
ミダゾリニウムベタインは、主として２位に炭素数８～２０のｎ－アルキル基を有する１
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－ヒドロキシエチルイミダゾリンをカルボキシメチル化して得られる両性界面活性剤であ
る。かかる界面活性剤としては、市販の界面活性剤を使用することができる。例えばＭＩ
Ｒアノン　ＧＬＭ－Ｒ（日油社製）、アンホレックス　３５Ｎ（ミヨシ油脂社製）、アン
ホレックス　５０（ミヨシ油脂社製）、アンホレックス　Ｋ－８０（ミヨシ油脂社製）、
エナジコール　ＣＮＳ（ライオン社製）、オバゾリン５５２（東邦化学工業社製）、スワ
ノール　ＡＭ－１０１（日本サーファクタント工業社製）、ソフタゾリン　ＣＨ（川研フ
ァインケミカル社製）、ソフタゾリン　ＣＬ（川研ファインケミカル社製）等が挙げられ
る。
【０００９】
　本発明で用いる（Ｂ）アシルグルタミン酸塩の具体例としては、ヤシ油脂肪酸アシルグ
ルタミン酸カリウム、ヤシ油脂肪酸アシルグルタミン酸ナトリウム、ヤシ油脂肪酸アシル
グルタミン酸トリエタノールアミン、ラウロイルグルタミン酸カリウム、ラウロイルグル
タミン酸ナトリウム、ラウロイルグルタミン酸トリエタノールアミン、ミリストイルグル
タミン酸カリウム、ミリストイルグルタミン酸ナトリウム、ステアロイルグルタミン酸カ
リウム、ステアロイルグルタミン酸ナトリウム、ステアロイルグルタミン酸ニナトリウム
、硬化牛脂脂肪酸アシルグルタミン酸ナトリウム、ヤシ油脂肪酸・硬化牛脂脂肪酸アシル
グルタミン酸ナトリウムなどを例示することができる。これら成分は、１種を単独で用い
てもよく、２種以上を適宜組合せて用いることもできる。
【００１０】
　本発明の洗浄料は、界面活性剤の含有量が２．５～１２．５質量％、好ましくは２．５
～５．５質量％であることを特徴とする。２．５質量％未満の配合では洗浄力が不十分で
ある。１２．５質量％を超えて配合すると、安全性に問題を生じる場合がある。
【００１１】
　本発明の洗浄料は、ｐＨ調整剤を添加して、ｐＨを４．５～６．５の弱酸性とすること
が好ましい。かかるｐＨ調整剤としては、特に限定されないが好ましくは乳酸、クエン酸
、リン酸、リンゴ酸、酪酸、及びこれらの塩などが例示される。ｐＨ調整剤はそれぞれ単
独でも、又は二種以上を併用して用いてもよい。
【００１２】
　ｐＨ調整剤は、洗浄料のｐＨを４．５～６．５程度の適度な弱酸性のｐＨを保つために
必要な量、すなわち皮膚洗浄料全量に対し、０．０１～１質量％配合する。
【００１３】
　本発明の皮膚洗浄料には、洗い上がりのしっとり感を付与する目的でグリセリンを配合
することが好ましい。グリセリンの配合量は、洗浄料全量に対し１～１５質量％、好まし
くは１～５質量％とする。１質量％未満の配合では十分なしっとり感が得られない場合が
ある。１５質量％を超えて配合すると、経時安定性が保たれない場合がある。
【００１４】
　本発明の皮膚洗浄料は、抗菌剤の配合量を減量する目的で、炭素数３～８のグリコール
類を配合することが好ましい。かかるグリコール類の中でも、１，３－ブチレングリコー
ルを配合することが好ましい。グリコール類の配合量は、洗浄料全量に対し、１～１０質
量％、好ましくは５～１０質量％とする。１質量％未満の配合では抗菌効果が認められな
い場合がある。
【００１５】
　本発明の泡吐出型皮膚洗浄料は、上述の皮膚洗浄料を泡吐出機構を備えた容器に充填し
たものである。泡吐出機構を備えた容器とは、噴射剤を使用するエアゾール型の泡吐出容
器以外のノンエアゾール（ノンガスともいう）型のものを意味し、吐出容器内に充填され
た皮膚洗浄料と、空気とを混合して多孔質膜を通過させることにより泡沫状に吐出するこ
とができる容器である。具体的には、ポンプフォーマーやスクイズフォーマー等を例示す
ることができる。
【００１６】
また、吐出容器内部の多孔質膜は、一つ又は複数設けられ、その膜の孔数は特に限定され
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ないが、キメ細かな泡質にする観点から、１００～４００メッシュが好ましく、１５０～
３００メッシュのものを用いるのがより好ましい。
【００１７】
　本発明の泡吐出型皮膚洗浄料は、前記成分以外に、更に、通常の洗浄料に用いられる成
分、例えば、保湿剤、油性成分、殺菌剤、抗炎症剤、防腐剤、キレート剤、増粘剤、塩類
、香料、冷感剤、色素、紫外線吸収剤、酸化防止剤、植物エキス等を含有することができ
る。
【００１８】
　本発明の泡吐出型皮膚洗浄料は、例えば、洗顔料、クレンジング料、ボディソープ、ハ
ンドソープ、シャンプー等として適用することができる。
【実施例】
【００１９】
以下に本発明を実施例を用いて説明するが、本発明の技術的範囲はこれによってなんら限
定されるものではない。
【００２０】
　本発明の実施例及び比較例の評価方法は下記のとおりである。
【００２１】
［洗浄力評価方法］
　前腕内側部に人工皮脂を適量塗布する。その上に実施例若しくは比較例を一定量のせて
円を描くように10回擦る。水道水で洗い流し、人口皮脂が除去されているかどうかを目視
で評価した。皮脂が除去されているものを「○」、皮脂が残存しているものを「×」とし
た。
【００２２】
［皮膚刺激評価方法］
　２４時間閉塞パッチテスト結果、並びに官能評価による目にしみやすさを相対的に評価
し、総合的に下記の３段階で評価した。
皮膚刺激が非常に低い：◎
皮膚刺激が低い：○
皮膚刺激がある：×
【００２３】
　表１～表３に、本発明の実施例及び比較例にかかる皮膚洗浄料の処方を示す。洗浄料は
定法に従い調製し、ポンプタイプの泡吐出容器に充填し、評価に供した。
【００２４】
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【表１】

【００２５】
　表１に示した通り、アシルメチルタウリン塩を用いた比較例は皮膚刺激性が高かったが
、本発明のアシルグルタミン酸塩を用いた実施例は、洗浄力と低刺激性を兼ね備えた、量
な洗浄料であった。
【００２６】
【表２】

【００２７】
　表２に示した通り、界面活性剤の純分濃度の合計が１４．２質量％の比較例３は皮膚刺
激性が認められたが、界面活性剤の純分濃度の合計が３．６～１２．４８質量％の実施例
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２～４は、皮膚刺激性が低いものであった。
【００２８】
【表３】

【００２９】
　表３に示した通り、界面活性剤の純分濃度の合計が０．９２質量％の比較例４は、洗浄
力に劣る結果であった。
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